
 　私は５０年程前中学校３年生の時、当時生活史が不明だったオオゴマシジミ
Maculinea arionides takamukui Matsumuraの生活史を明らかにした。１９５１年８
月、新潟県南魚沼郡清水峠近くの登川本谷支流の小渓谷（「オオゴマ沢」と命名した）
で、オオゴマシジミの卵と若齢幼虫をカメバヒキオコシやクロバナヒキオコシの花穂から
採集した。一方、これらの植物に登ってきていたアリ（クシケアリ属 Myrmicaの１種）
と同種と思われるアリの巣を近くの朽倒木の下に見つけてその一群を採集し、Wheeler氏
考案のアリの人工巣で飼育・観察した。その結果、オオゴマシジミの幼虫がアリの巣中で
共棲することを発見した（文献１）。その後、再び人工巣中での飼育を試みた。上記の植
物の花穂を食べていたオオゴマシジミの若齢幼虫が４齢になるとアリに運ばれてアリの巣
中に入り、そこでアリの幼虫を食べながら越冬し、翌年６月に蛹化し、羽化することを明
らかにした（文献２）。このとき使った３群のアリの同定を１９５４年に九州大学農学部
の安松京三博士に依頼して、３群ともにMyrmica rubra (Linne)の１亜種であると同定し
ていただいた（文献２）。
 　しかしその後、アリの分類学はめざましく進展したので、当時飼育に使ったアリの標
本を再び現在の分類学に基づき同定することが必要となり、九州大学熱帯農学研究センタ
ーの緒方一夫博士に同定をお願いして、Myrmica kotokui Forel（シワクシケアリ）であ
ると同定された。この同定結果は２００１年に論文として発表し（文献３）、また２００
２年１１月に青森市で開催された日本鱗翅学会年大会でもポスターと口頭の両方で発表さ
せていただいた。
　論文（文献３）をまとめる際、最近発行され蝶類図鑑などには、「オオゴマシジミのホ
ストはヤマアシナガアリ（ヤマトアシナガアリの同種異名）（Aphaenogaster 
japonica）」と書かれているものが多いことに気づいた。この誤った情報はどうも昆虫写
真家の山口進氏の生態写真集｢五麗蝶譜｣と渡辺康之氏の報文がもとになっていることが分
かった。昆虫写真家の山口進氏は秋田県白神山地の粕毛川渓谷において、朽倒木のアリの
巣中に共棲するオオゴマシジミの幼虫を写真撮影している（文献４）。そして、このアリ
はヤマアシナガアリであると記している。しかし、この生態写真のアリは明らかに
Myrmica属の１種であり、９３頁に掲載されている標本「ヤマトアシナガアリ」
Aphaenogaster japonica（Worker）（働きアリ背面写真）とは異なるものである。
　渡辺康之氏の報文(文献５)には、オオゴマシジミのホストとゴマシジミのホストのアリ
を並べたカラー写真がある（２５頁、写真１１）。両者ともMyrmica属（クシケアリ
属）であり、Aphaenogaster属（アシナガアリ属）ではない事は確かである。また写真
１２のオオゴマシジミの蛹の上にいるアリもMyrmica属である。渡辺康之氏は山形県朝
日村産のアリを同定してもらい、「オオゴマシジミのホストはヤマアシナガアリ（または
ヤマトアシナガアリ）Aphaenogaster japonicaである」と文献６と７に記述して、先に
文献５でMyrmica属の１種と記したことは誤りだったとしている。文献５の２５頁の写
真の標本は工藤忠氏が採集したアリ（青森県産）であり、青森での日本鱗翅学会年大会の
際、工藤氏にその標本を見せていただき、Myrmica属であることを確認した。工藤氏も
このオオゴマシジミの宿主アリがMyrmica属であると確信しており、オオゴマシジミの
宿主アリがAphaenogaster japonicaであるという記載には強い疑問をもっていたとのこ
とである。渡辺氏には文献６のアリ（山形県朝日村産）の生態写真のオリジナルコピーを
見せていただき、Myrmica属であることを確認し、渡辺氏にも納得していただいた。
　山口進氏の白神山地産のアリ、および渡辺康之氏の山形県朝日村産アリの同定は久保田
政雄氏により行われたのであったが、その同定結果に私は疑義を持ち久保田政雄氏に直接
御会いして質問したいと考えていた。そして私は２００２年７月１７日に三島市の国立遺
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伝学研究所のアリ染色体の研究者今井弘民氏の研究室で久保田政雄氏に御会いして、私のア
リの標本および山口氏、渡辺氏の論文コピーを見ていただき、三者のアリがすべて
Myrmica属であることを確認していただいた。チョウの世界でこのアリがこのように問題
になっていることに久保田氏は驚いておられた。長い年月がたってしまっているため、山口
氏も渡辺氏も当時のアリの標本を紛失しており、なぜこのような同定の誤りが生じたのかそ
の原因は不明である。「原色日本蝶類生態図鑑（III）」（文献８）には、私の論文（文献１
と２）を図とともに長文引用しているが、私が記載した「Myrmica rubraの１亜種」は同
定の誤りであろうと記してある。またこの本では「福島県檜枝岐村の（オオゴマシジミの）
産地で見られるアリはシワクシケアリMyrmica ruginoidesであった (葛谷健。未発表)」と
記載されている。このruginoidesはruginodisの誤記と思われる。　緒方一夫博士によれ
ば、「Myrmica kotokuiはもともとMyrmica ruginodisの変種として記載されたもので、
そのruginodisも一時期はrubraの亜種もしくは変種として扱われたことがある」とのこと
である（文献３と９を参照のこと）。５０年前には日本産Myrmica 属の分類は未整理状態
であり、今でもMyrmica 属の分類は世界的にも未整理状態であるそうである。この５０年
の間に日本産アリ分類学の大きな進展があり、そのために名前の方が次々と変化したのであ
る。このようなアリ分類学の歴史を知ると私の論文（文献２）の「Myrmica rubra (Linne)
の１亜種」という安松博士による同定はその当時の日本産アリ分類学における最適な同定で
あったものといえよう。Myrmica rubra であるとはいっておらず、その１亜種だといって
いる点に御注意いただきたい。したがって、「Myrmica rubraは日本には分布しない」な
どという私の論文に対する反論（文献６と８）は的を射ておらず、１９５０年代の日本産ア
リ分類学の状況に対する配慮を欠いたものといえよう。重要なことはMyrmica属の１種と
は言ったがAphaenogaster属などとは私は言っていなかったことである。
　上記のように現在の分類ではオオゴマシジミの宿主アリはMyrmica kotokui Forel（シワ
クシケアリ）である。一方Aphaenogaster japonicaが宿主だという証拠は今のところ存在
しないことになる。しかしAphaenogaster japonicaがオオゴマシジミの宿主になることは
全くありえないのかという疑問は依然として残されている。この疑問に答えるためには、新
たな相当ハードな野外観察が必要になるものとおもわれる。もし宿主にならないのであれ
ば、Aphaenogaster japonicaの巣をいくら掘り起こして探してもオオゴマシジミの幼虫や
蛹は見つからず、大変な労力を使ってもネガティブデーターの蓄積ということになる。した
がって、オオゴマシジミの卵や若齢幼虫のいるカメバヒキオコシやクロバナヒキオコシに
登ってくるアリの種類を調べることも必要であろう。しかしもっと直接的には、両種のアリ
のWheeler氏人工巣を準備して、それにオオゴマシジミの若齢幼虫をいれたときのアリの反
応と巣中でのオオゴマシジミの幼虫の成長ぶりを観察することがより効果的とおもわれる。
　オオゴマシジミの棲息地にはMyrmica kotokuiとAphaenogaster japonicaの両者が棲息
していることが多いので、生態観察時に現場でただちに両者を識別できる能力を身に付けて
いなければならない。Myrmica属とAphaenogaster属は両者ともフタフシアリ亜科に属す
るが、Myrmica属（日本産８種を含む）の特徴はその名前クシケアリの「クシケ(櫛毛)」に
ある。すなわち、中脚と後脚の端刺（spur）が櫛状になっていることであるが、この特徴
は顕微鏡で５０倍ほどに拡大して観察しないと判別できない（図１）。しかし、その他にも
頭部や胸部、腹柄節などに大きな違いが多数あるので、注意深く拡大鏡で観察すれば両者を
見誤ることはない（図２と３参照）。アリの同定にはインターネットで「日本産アリ類カラ
ー画像データベース」（１９９８）http://ant.edb.miyakyo-u.ac.jp/を参考にするとよ
い。この「日本産アリ類カラー画像データベース」（文献９）はCDにもなっており、国立
遺伝学研究所内(財)遺伝学普及会（TEL/FAX: 0559-72-9080；1,000円）で購入すること
もできる。久保田政雄氏、今井弘民氏によると近いうちにこの最新版がWeb公開されると
いう。
 　シジミチョウ科には種々のアリと何らかの関連のある生活史を持つチョウが多いが（文
献８）、もう一度最新のアリ分類データーを参考にしてアリの同定を洗い直す必要があるの
ではないだろうか。分類学は時代とともに少しずつ進化して変わって行くものであるから、
チョウの生態の研究者もアリの標本を証拠品として永く保存し続けていくことが大切であ
る。



　図１.  クシケアリ属の特徴の中脚と後脚の櫛状の端刺。

図２. シワクシケアリとヤマトアシナガアリの側面比較図。

 
  A. シワクシケアリ
 1. 前胸部と中胸部の上面がほぼ平らな感じで
　  つながる。
 2. 中胸部と前伸腹節の間の溝が不明瞭。
 3. 前胸部と中胸部の長さの和が前伸腹節の長さ
　  とほぼ同じ。
 4. 胸部に深いシワが多数ある。
 5. 一対のトゲ（前伸腹節刺）が長い。
 6. 腹柄節の下側に小さい突起がある。
 7. 後腹柄節がダンゴ状。

図３. シワクシケアリとヤマトアシナガアリの胸部
背面の比較。

 シワクシケアリ(A)に比べてヤマトアシナ
ガアリ(B)は「なで肩」でほっそりしてい
る。
シワクシケアリの胸部には深いシワが多数
ある。

B. ヤマトアシナガアリ
 １. 前胸部が隆起する。
 ２. 中胸部が凹状にカーブする。
 ３. 中胸部と前伸腹節の間の溝が長く明瞭。
 ４. 前胸部と中胸部の長さの和が前伸腹節の
　　長さの約２倍。
 ５. 胸部には点刻がある。
 ６. １対のトゲ（前伸腹節刺）は短い。
 ７. 腹柄節が細長い。
 ８. 腹柄節の下側には突起がない。
 ９. 腹柄節と後腹柄節の下面はゆるやかに
　　カーブする。


